
感染症に関する詳細はHPに掲載
されている「ほけんのしおり」
をご確認ください。

２０２６年１０月２３日（金）
社福）伸晃会保健衛生チーム

一日の中の寒暖差が大きくなり、冬の感染症流行の季節がやってきました。
今後はますます感染症流行への注意が必要な時期になりますが、これまで通り
手洗い・うがい等の基本的な感染予防対策をし、規則正しい生活を心掛けてい
きましょう。
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ＲＳウイルスの感染によって起こる集
団流行しやすい感染症。特に１歳未満
の乳児がかかりやすく気管支炎や肺炎
をおこす。

鼻水や咳などの症状で始まり、呼
吸時にヒューヒュー・ゼーゼーと
いった音が出る。重症化すると危
険な状態になることも。

今のところRSウイル
スに対する根本的な薬
はない。こじらせない
ように早めの受診を。

インフルエンザウイルスに
感染することが原因で、主
にA型・B型のウイルスが流
行します。感染した人の咳
やくしゃみ、会話による飛
沫で感染します。

急な発熱と強いだるさ、体の痛みが特
徴です。子どもでは吐き気・嘔吐・下
痢などが見られることがあります。

発熱やだるさがあるときは無理をせずに
ゆっくり休みましょう。予防接種を受け
ることで発症や重症化を防ぐことが期待
できます。呼吸が苦しい意識がぼんやり
しているなどの場合は早めに医療機関へ
相談しましょう。

ウイルスの感染によるもの。冬はノ
ロウイルス、ロタウイルスが代表的。
主に経口、飛沫感染だがノロウイル
スの場合は、食品から感染すること
も。生後半年から２歳くらいの子が
多くかかる。

激しい嘔吐の症状が突然現れ、下痢
がその後に続く。発熱することも。
ロタウイルスの場合は便が白っぽく
なります。

激しい下痢が続くのでイオン
飲料や湯冷ましなどで十分に
水分を補充し脱水症状になら
ないようにする。

ウイルスや細菌が肺に入りこみ炎
症を起こした状態。インフルエン
ザや風邪をこじらせてかかること
が多い。

肺炎になると発熱や咳、息苦
しさ、だるさなどの症状がみ
られます。かぜのような症状
でも咳が長引いたり呼吸が苦
しそうな場合は注意が必要で
す。
レントゲンをとって肺炎かど
うか診断します。抗生物質を
服用して治療しますが症状に
よっては入院が必要なことも。
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